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宜野湾小学校 実践報告 

 
 
 
１．はじめに 
 本校はＨ２０～Ｈ２１おいて実践校として６学年での実践を行ってきた。この２年間では「新聞に親

しみ、新聞から様々な社会の出来事について興味・関心を持つこと」をねらいとしてきた。２年間の実

銭を通して、子供たちが徐々に新聞に親しみを持つようになり、新聞が身近なものとなってきたと感じ

た。 
そして、Ｈ２２～２３年度は推進校に指定され４～６年生を中心に取り組んできた。この２年間は新聞

活用を広げていくことを重視して実践を行い、６年生を中心に実践を広げてきた。６年生においては新

聞を活用した授業を通して、言語活動を充実させることを目的とした。４，５年生では「新聞に親しみ、

自分の考えを持つこと」を目的とした。また、本校での校内研修のサブテーマにおいても「言語活動を

充実した指導」が設定されている。そのため、ＮＩＥの実践も校内研修と関連づけながら実践してきた。

そのため教師は日常生活、授業、家庭でどのような新聞活用ができるのか、そして、ＮＩＥ活動を通し

てどのように言語活動を充実させていくことができるのか、という視点を持ちながら実践を試みた。 
２．ＮＩＥ高めたい力 
 本校の校内研修のテーマの中心である「聞く力・話す力を高める言語活動の指導」と関連付けてＮＩ

Ｅ活動を実践した。実銭を通して高めたい力を以下に述べる。 
＜６年生＞  
（１）自分の思いや考えを分かりやすく表現する力 

  ・記事から読み取ったことを５Ｗ１Ｈに意識しながらまとめる。（表現力） 
  ・記事について自分の考え・意見を持つ（思考力） 
  ・話し合いの中で相手の意見と自分の意見を比べながら聞き、話し合いを通してさらに自分の考え

を深める（思考力、表現力、判断力） 
 （２）広い視野に立って考える力 
  ・記事について自分の思いや考えを伝え合う活動を通して、コミュニケーション能力を高めると共

に社会的事象を多面的に考える力 
＜４，５年生＞ 
  （１）自分の考えを持ち、表現する力 
  （２）相手の意見をしっかり聞く力 
３．実践の概要 

学年 教科・領域 実践内容 

４年 ・国語 ・社会科 
総合的な学習の時間 

・国語での活用 単元名「アップとルーズ」で伝えよう 
・新聞作りでの活用 

５年 
・国語 ・社会科 
総合的な学習の時間 

・社会科で写真、記事を活用 ・国語での活用「新聞を読もう」 
・１分間スピーチ ・朝の会などでの紹介 
・出前記者による新聞の書き方講座 

テーマ 「新聞に親しみ、言語活動の充実を図る実践について」 
～日常的な活用、授業での活用、家庭での活用を通して～ 




